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APNおよびAPNプロファイルベースのユーザープレーン
の選択

マニュアルの変更履歴

リリース 21.24よりも前に導入された機能については、詳細な改訂履歴は示していません。（注）

リリース改訂の詳細

21.24より前最初の導入。

機能説明

CUPSアーキテクチャでは、SAEGW-Cは、接続が最も少ないユーザープレーンを選択するア
ルゴリズムを使用してユーザープレーンを選択します。また、ユーザープレーンのフラットリ

ストからユーザープレーンを選択します。

この機能により、オペレータは、APNまたは APNプロファイルに関連付けられている特定の
UPグループからユーザープレーンを選択できます。
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S-GWでは、UPグループはアクセスポイント名（APN）プロファイルに関連付けられます。
APNプロファイルは、1つ以上のAPNに適用可能な一連のAPN固有のパラメータをグループ
化します。1つの APNプロファイルを複数のオペレータポリシーと関連付けられます。

機能の仕組み

Cisco CUPSソリューションは、UPの静的選択をサポートします。これは、アクティブで使用
可能なSAEGW-Uの静的選択に基づいています。UPの静的選択では、UPグループの概念が使
用されます。UPグループは UP SAEGW-Uのグループです。各 APNは 1つの UPグループに
関連付けられます。APNは関連付けられたUPグループによってサービスを提供されます。UP
の選択では、その特定のグループで使用可能な接続数が最も少ない UPを選択するアルゴリズ
ムが使用されます。

UPグループ

UPは1つのUPグループにのみ属することができます。UPグループでは、すべてのUPのキャ
パシティと機能が同じである必要があります。異なるタイプの UPは、異なる UPグループに
含める必要があります。

CUPSは、次のタイプの UPグループをサポートします。

•特定の UPグループ：明示的に設定された UPのセットです。特定のグループを使用する
と、特定のタイプの UPを柔軟にグループ化できます。これは、特定の UPセットを特定
の目的で予約するのに役立ちます。特定のグループは複数設定できます。

•デフォルト UPグループ：これは、登録済みで、特定の UPグループに含めるよう明示的
に設定されていないすべての UPをグループ化するデフォルトグループです。デフォルト
グループには、CPでUPを明示的に設定することなく、ゼロタッチ方式でUPを登録でき
るという利点があります。このタイプのグループは、同じキャパシティと機能を持つすべ

ての UPが同じデータセンターにあるような、コロケーション CUPSに適しています。デ
フォルトグループは、CPの UP設定を最適化します。

APNは UPグループに関連付けることができます。APNに関連付けられているグループがな
い場合は、デフォルトのUPグループがそのAPNにサービスを提供するために使用されます。
同様に、Pure-Sコールに対して UPを選択する場合は、UPグループを APNプロファイルに関
連付けることができます。APNプロファイルやオペレータポリシーが定義されていない場合、
または APNプロファイルに関連付けられているグループがない場合、SAEGW-Cは選択の際
に「デフォルト」の UPグループを使用します。

オペレータは、特定のアプリケーション用に特定の UPを予約できます。たとえば、IMS、イ
ンターネット、および IoTは異なる UPグループを持つことができます。

この機能の目的は次のとおりです。

• SAEGW-Cには、常に「default」という名前のユーザープレーングループが1つあります。

• SAEGW-Cは、最大 100のユーザープレーンをサポートします。

•ユーザープレーンは、さまざまなグループに編成できます。
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•現在、100のユーザープレーングループを設定でき、1つのグループに最大100のユーザー
プレーンを設定できます。

• 1つのユーザープレーンは、1つのユーザープレーングループのみに属することができま
す。

•特定のユーザープレーングループおよびデフォルトグループには複数のユーザープレーン
を設定できます。

• SAEGW-Cに関連付けられているが、どのユーザープレーングループにも定義されていな
いユーザープレーンは、デフォルトグループに追加されます。

•オペレータは、ユーザープレーングループをAPNおよびAPNプロファイルに関連付ける
ことができます。

• Pure-Pコールや CollapsedコールのAPNに関連付けられているユーザープレーングループ
がない場合、SAEGW-Cはデフォルトグループを使用してそのセッションのユーザープ
レーンを選択します。

• APNプロファイルに関連付けられたユーザープレーングループがない場合、または APN
プロファイルが定義されていない場合、SAEGW-Cは Pure-Sコールに「デフォルト」ユー
ザープレーングループを使用します。

•同じAPNを使用したマルチ PDNコールの場合、同じユーザープレーンが選択されます。
異なるAPNを使用したマルチ PDNコールの場合、別のユーザープレーングループの別の
ユーザープレーンが選択されます。

• APNに関連付けられたユーザープレーングループは、IPプールチャンクをユーザープレー
ンに送信するときにも使用されます。APNに関連付けられた IPプールはチャンクに分割
され、APNに関連付けられたグループからすべての UPに配布できます。

• APNに関連付けられていないユーザープレーングループの場合、SAEGW-Cはこれらのグ
ループに属するUPに IPプールチャンクを送信しません。これは、デフォルトグループに
も当てはまります。

•静的 IPアドレス（IPv4または IPv6）を使用したセッションがサポートされています。静
的セッションのユーザープレーンの選択は、APNに関連付けられたユーザープレーング
ループからユーザープレーンへのチャンクの割り当てに従って固定されます。

•複数の APNで同じ静的 IPアドレス範囲が使用されている場合は、それらの APNで同じ
ユーザープレーングループを使用することを推奨します。

アーキテクチャ

次の図は、この機能のアーキテクチャの概要を示しています。
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セッションリカバリと ICSR

Sx-Demuxリカバリ、ICSR、Sessmgr、および VPNmgrリカバリがサポートされています。

制限事項

CUPSアーキテクチャでは、この機能には次の既知の制限事項があります。

• SAEGW-Cでは、IPアドレスの一方（IPv4または IPv6、またはその両方）が静的アドレス
であっても、UEから受信した静的アドレスを使用した IPv4v6 PDNタイプのコールはサ
ポートされていません。

• SAEGW-Cでは、「allow-static」タイプのプール設定はサポートされていません。

•静的 IPアドレス割り当てを使用したマルチ PDNコールはサポートされていません。

ライセンス

この機能はライセンスによって制御されます。ライセンスの詳細については、シスコのアカウ

ント担当者にお問い合わせください。

APNベースの UPのグループ化の設定
ここでは、この機能をサポートするために使用可能な設定について説明します。

前提条件：

•コントロールプレーンとユーザープレーンに同じ IPコンテキストが存在する必要があり
ます。
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• APN設定で指定された IPコンテキスト名は、コントロールプレーンとユーザープレーン
で同じである必要があります。

コントロールプレーンでのユーザープレーングループの設定

新しいユーザープレーングループは、ユーザープレーンエンドポイントをリストする [Global
Configuration]モードで定義されます。

1. ユーザープレーングループ名「default」がデフォルトで作成されます。オペレータは、デ
フォルトグループの peer-node-idを追加および削除できます。ただし、ユーザープレーン
グループ「default」は削除できません。

2. 定義済みのユーザープレーングループのいずれにも属さないユーザープレーンノード ID
の Sx関連付けセットアップ要求を受信した場合、そのユーザープレーンノード IDはデ
フォルトユーザープレーングループの一部となります。

ユーザープレーングループの設定

コントロールプレーンでユーザープレーンのエンドポイントグループを設定するには、次の

CLIコマンドを使用します。

configure
[ no ] user-plane-groupgroup_name
end

注：

•ユーザープレーングループを削除すると、そのグループにある個々のピア IDのコントロー
ルプレーンから Sx-Association Releaseがトリガーされます。

ピアノード IDとユーザープレーンノード IPアドレスの設定

時間ベースの PCCルールを設定するには、次のコンフィギュレーションコマンドを使用しま
す。

configure
user-plane-group group_name

[ no ] peer-node-id { ipv4-address | ipv6-address }
end

注：

• peer-node-idを削除すると、そのピア IDのコントロールプレーンからの Sx関連付けの解
除がトリガーされます。

ユーザープレーングループの確認

検証には、次の CLIコマンドを使用します。

show user-plane-group { all | name group_name }
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ユーザープレーングループと APNの関連付け

特定の APNへのコールは、事前定義された選択基準に基づいて特定のグループのユーザープ
レーンに関連付けることが推奨されます。オペレータは、ユーザープレーングループを APN
設定に関連付けることができます。

APNに設定されたユーザープレーングループは、IPプールチャンクをユーザープレーンに送
信するときにも使用されます。APNに関連付けられた IPプールがある場合のみ、そのプール
からのチャンクがこのグループ内のすべてのユーザープレーンに送信されます。

APNのユーザープレーングループ設定は、P-GWの Pure-Pおよび Collapsedコールでユーザー
プレーンを選択するために使用されます。

APNで特定のグループが設定されていない場合は、「デフォルト」グループが使用されます。

APNでのユーザープレーングループの設定

次の CLIコマンドを使用して、APNでユーザープレーングループを設定します。

configure
context context_name

apn apn_name

[ no ] user-plane-group group_name

end

注：この EFTリリースでは、APNからのユーザープレーングループの削除や変更はサポート
されていません。

APNでのユーザープレーングループの確認

検証には、次の CLIコマンドを使用します。

show apn name apn_name }

ユーザープレーングループと APNプロファイルの関連付け

S-GWPure-Sコールのユーザープレーンを選択するために、SAEGW-Cは、オペレータポリシー
でAPNプロファイルに関連付けられたユーザープレーングループを使用します。APNプロファ
イルにユーザープレーングループが関連付けられていないか、APNプロファイルが使用されて
いない場合、SAEGW-Cはデフォルトのユーザープレーングループからユーザープレーンを選
択します。

APNプロファイルでのユーザープレーングループの設定

次の CLIコマンドを使用して、APNでユーザープレーングループを設定します。

configure
apn-profile profile_name

[ no ] user-plane-group group_name
end
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ユーザープレーングループを APNから削除する、または変更するための手順（Method
of Procedure（MoP））

明示的なユーザープレーングループが設定されている場合、または暗黙的なデフォルトグルー

プが使用されている場合、SAEGW-Cは、設定されているプール（またはAPNに明示的なプー
ル設定がない場合はグローバルプール）からの IPプールチャンクをグループ内のユーザープ
レーンに送信します。

現在、ユーザープレーンが SAEGW-Cに関連付けられた後は、APN内のユーザープレーング
ループのランタイム設定変更がサポートされていないため、APNに関連付けられたユーザープ
レーングループを変更または削除する場合は、このMOPに従うことを推奨します。

APNでユーザープレーングループを変更する前に、次の CLIコマンドを使用して、最初にそ
の APNに関連付けられたユーザープレーングループに属する既存のコールをすべて、正常に
クリアすることを推奨します。

clear subscribers saegw-only user-plane-group group_name no-select-up

この CLIコマンドを実行すると、指定されたユーザープレーングループに属するユーザープ
レーンからすべてのセッションが正常に解放され、そのユーザープレーンが「セッション選択

に使用不可」としてマークされます。そのユーザープレーンは関連付けられた状態のままです

が、セッションの選択には使用できません。

clear subscribersコマンドが UPで実行されると、CPには通知されず、セッションは実行中で
あると CPで見なされます。

（注）

セッションをクリア後、ユーザープレーンで次のいずれかの CLIコマンドを実行してコント
ロールプレーンから関連付けを削除し、UPの関連付けが解放された後に必要な変更を行いま
す。

no user-plane-service service_name

または：

no peer-node-id { ipv4-address ipv4_address | ipv6-address ipv6_address}

APNベースの UPのグループ化のモニタリングと障害対応
この機能は、次の CLIコマンドをサポートしています。

• show sx peers

•このコマンドの出力の [Group Name]列には、コントロールプレーンでピアが属する
user-plane-groupの名前が表示されます。

•どのグループにも属していないピアは、「default」ユーザープレーングループに追加
されます。

• user-plane-groupがどの「apn」にも関連付けられていない場合、SAEGW-Cはこのグ
ループからユーザープレーンに IPプールを送信しません。したがって、このコマン
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ドの出力では、「apn」に関連付けられていないグループ名の IPプールのステータス
は「N – Not Applicable」になります。また、このグループのユーザープレーンについ
ては、show sx peersを UPで実行すると、ピア IDが「0」と表示されます。

• show ip user-plane

• show ip pool-chunks up-id up_id user-plane-group name up_group_name

ダイナミックユーザープレーンの選択

マニュアルの変更履歴

リリース 21.24よりも前に導入された機能については、詳細な改訂履歴は示していません。（注）

リリース改訂の詳細

21.24より前最初の導入。

機能説明

マルチアクセスエッジコンピューティング（MEC）アーキテクチャでは、エッジユーザープ
レーン（UP）を選択することで、低遅延と最大限の帯域幅効率が実現します。ユーザー機器
（UE）のロケーション情報を使用して、UPが選択されます。

エッジ UPを選択では、次の詳細度が考慮されます。

•詳細度が最も低いのが、E-UTRANセルグローバル識別子（ECGI）またはセルグローバル
識別子（CGI）です。

•次に詳細度が低いのが、トラッキングエリア識別子（TAI）、回送エリア識別子（RAI）、
またはサービスエリア識別子（SAI）です。

• TAI-SAI-RAI-ECGIでは、TAI、SAI、RAI、および ECGIには固定優先順位があり、複数
の ULIタイプを受信した場合には ULIタイプを照合します。

アーキテクチャ

次回のセッションの場所パラメータに基づいて UPを選択するために、TAI/RAI /SAIまたは
ECGI/CGIを含むDNS命名機関ポインタ（NAPTR）クエリがDNSサーバーに送信されます。
DNS（NAPTR）応答には、UP IPのリストが含まれています。このリストから UPを選択する
ために、負荷制御情報（LCI）とセッション数がショートリストに適用されます。
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この機能により、仮想 APNの選択と動的な UPの選択が可能になります。その結果、APNは
指定された基準に基づいて選択されます。仮想 APNの選択基準は、無線のアドミッションコ
ントロール（RAC）範囲などのロケーションにも基づきます。

動的 UPの選択は、configure fqdn postfix CLIコマンドと選択した APNのタイプに基
づきます。選択したタイプが ECGIまたは CGIの場合は、セル IDに基づいてDNSストレート
NAPTR（S-NAPTR）クエリが送信されます。選択したタイプがトラッキングエリアまたはルー
ティングエリアとして設定されている場合、TAI、RAI、または SAIが DNS（S-NAPTR）クエ
リに使用されます。

関連付けられた Sxピアのリストを取得するために、選択した APNの UPグループが使用され
ます。DNS（S-NAPTR）応答の UP IPは、グループ内の Sxピアのリストと照合されます。こ
のリストから、負荷が最も低いピア、またはセッション数が最も少ないピアが選択されます。

ULIにサポートされていないロケーションデータが含まれている場合、動的 UP選択は、ULI
外の RAI IEに基づいて行われます。

機能の仕組み

この項では、一連の操作について説明します。

1. P-GW、GGSN、または SAEGWの場合、fqdn-postfixと FQDNタイプ（EGCI/CGIま
たは TAI/RAI/SAI）を含む UPの完全修飾ドメイン名（FQDN）が APNレベルで設定され
ます。

2. S6bインターフェイスプロトコルベースの認証では、認証応答の fqdn-postfix値が使
用されます（P-GW、GGSN、または SAEGWサービスにのみ適用可能）。

3. DNS（S-NAPTR）クエリが DNSサーバーに送信されます。

DNS（S-NAPTR）は、GGSNの APNレベルのユーザープレーン FQDNで設定されたタイプ
（E-CGI | RAI-TAI-SAI | TAI-SAI-RAI-ECGI）に基づいて生成されます。

（注）

4. DNSサーバーから受信した応答は、P-GW/GGSN/SAEGW（Collapsed）のサービス
x-3gpp-upf:x-sxbおよび S-GWの x-3gpp-upf:x-sxaに一致します。

5. 一致する DNS（S-NAPTR）応答は、UP IPに対して再帰的に処理されます。

•有効になっている場合、処理された IPは、LCIベースの UPの選択に関する候補リス
トに表示されます。

•有効になっていない場合、処理された IPは、セッション数ベースの UPの選択（LCI
の有無にかかわらず）に関する候補リストに表示されます。

6. 応答に存在するいずれの UP IPも、関連付けられた Sxピアと一致しない場合、セッショ
ンの作成が失敗します。

ユーザープレーンの選択
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7. S-GW動的 UPの選択の場合、DNSクライアントコンテキストは sgw-serviceコンテキ
ストと同じである必要があります。

8. S-GW動的 UPの選択に対する DNS応答が成功すると、UPアドレスの DNS動的リストか
ら UPが選択されます。DNS障害が発生した場合（UPアドレスまたは DNSタイムアウト
なしで DNS応答が空になった場合）、UPの選択は、静的に設定された APNプロファイ
ルベースのユーザープレーングループ機能にフォールバックします。

• Pure S-GWマルチ PDNは、独立した DNSベースの UPの選択で動作します。

• S-GWの再配置の使用例は、ハンドオーバー時に独立したDNSベースのUPの選択で機能
します。ユーザープレーングループがAPNプロファイルで設定されている場合、動的UP
の選択が優先されます。

• DNS（NAPTR）クエリが送信されてから、応答を受信するまでに数秒の遅延（tx+ rxに相
当）があります。

• DNSサーバーに到達できない場合は、セッションの確立が最大 30秒遅延してから、従来
のメソッドを使用して UPが選択される場合があります。

（注）

次の項では、動的 UPの選択機能に関連するさまざまなシナリオについて説明します。

関連付けられた IPプールがある仮想 APNを持つ P-GW動的 UPの選択

この項では、P-GWが、関連付けられた IPプールがある仮想 APNを持つ UPを動的に選択す
るための一連の動作について説明します。

1. 作成セッション処理の一環として、PGW-Cが TAC範囲に基づいて仮想 APNを選択しま
す。

2. DNS（S-NAPTR）クエリが、選択したAPNの設定に基づいてDNSサーバーに送信されま
す。

3. DNSサーバーから受信した応答がサービスと照合され、サービスフィールドが一致するレ
コードが選択対象と見なされます。

4. 設定された IPプールの一部であり、応答に存在する UP IPは、選択された APNの UPグ
ループに基づいて、関連付けられた Sxピアと照合されます。

5. 一致リストから、P-GWが最も負荷の少ない UPを選択します。

関連付けられた IPプールがない仮想 APNを持つ P-GW動的 UPの選択

この項では、P-GWが、関連付けられた IPプールがない仮想 APNを持つ UPを動的に選択す
るための一連の動作について説明します。

1. 作成セッション処理の一環として、PGW-Cが TAC範囲に基づいて仮想 APNを選択しま
す。
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2. DNS（S-NAPTR）クエリが、選択したAPNの設定に基づいてDNSサーバーに送信されま
す。

3. DNSサーバーから受信した応答がサービスと照合され、サービスフィールドが一致するレ
コードが選択対象と見なされます。

4. パブリック IPプールの一部であり、応答に存在する UP IPは、選択された APNの UPグ
ループに基づいて、関連付けられた Sxピアと照合されます。

5. 一致リストから、P-GWが最も負荷の少ない UPを選択します。

正常な DNS応答に対する S-GW動的 UPの選択

この項では、DNSサーバーから正常な応答を受信した後に、S-GWが動的に UPを選択する一
連の動作について説明します。

1. トラッキングエリア（またはセル ID）内の UEがダイナミック ECGIを使用して S-GWに
接続要求を送信すると、RAI-TAI-SAI | TAI-SAI-RAI-ECGIベースの UPの選択機能が有効
になり、DNS（S-NAPTR）クエリが DNSサーバーに送信されます。

2. S-GWが、UP IPのリストを含むクエリ応答を DNSサーバーから受信します。

3. UP IPのリストから、S-GWが負荷が最も少ない UPを選択します。

DNS応答タイムアウトに対する S-GW動的 UPの選択

この項では、DNSサーバーがタイムアウトした後、またはサーバーが否定応答を送信した後
に、S-GWが動的に UPを選択するための一連の動作について説明します。

1. S-GWが DNS（S-NAPTR）クエリを DNSサーバーに送信します。

2. DNSサーバーがタイムアウトするか、DNS（S-NAPTR）クエリが DNSサーバーに送信さ
れた後にサーバーが否定応答を送信する場合、S-GWが静的 IPで設定されたAPNプロファ
イル UPグループから UPを選択します。

3. UP IPのリストから、S-GWが負荷が最も少ない UPを選択します。

コールフロー

ここでは、次のコールフローについて説明します。
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DNSクエリの生成と応答処理のコールフロー

表 1 : DNSクエリの生成と応答処理のコールフローの説明

説明ステップ

MMEまたは S-GWが、セッション作成要求メッセージをコントロールプレーン
（S-GW、P-GW、GGSN、または SAEGW）に送信します。

1

コントロールプレーン（CP）は、FQDNクエリ（E-CGIまたは TAI-RAI- SAIまたは
TAI-SAI-RAI-ECGI）を DNSサーバーに送信します。

2

CPは、UP IPのリストを含む FQDNクエリへの応答を受信します。3
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説明ステップ

•受信したリストに UP IPが 1つ以上含まれる場合、CPはダイナミック IPリス
トに LCIを適用して UP IPを選択します。

• UP IPが含まれない場合は、CPは静的 IPリストにセッション数を適用して UP
IPを選択します。

4

• UPが選択された場合、CPは UPに Sx確立要求メッセージを送信します（ス
テップ 6に進みます）。

• UPが選択されない場合は、セッション作成拒否メッセージがMMEまたはS-GW
に送信されます。

5

UPは応答し、Sx確立応答メッセージを CPに送信します。6

CPは、セッション作成応答メッセージをMMEまたは S-GWに送信します。7
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プライマリ DNSの DNSクエリタイムアウトコールフロー

表 2 :プライマリ DNSの DNSクエリタイムアウトコールフローの説明

説明ステップ

MMEまたは S-GWが、セッション作成要求メッセージをコントロールプレーン（S-GW、
P-GW、GGSN、または SAEGW）に送信します。

1

コントロールプレーン（CP）は、FQDNクエリ（E-CGIまたは TAI-RAI- SAIまたは
TAI-SAI-RAI-ECGI）をプライマリ DNSサーバーに送信します。

2

タイムアウトが原因でプライマリDNSサーバーからクエリに対する応答がない場合、CPは
今度はセカンダリ DNSサーバーに FQDNクエリを送信します。

3

CPは、セカンダリDNSサーバーからUP IPのリストを含む FQDNクエリへの応答を受信し
ます。

4
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説明ステップ

•受信したリストに UP IPが 1つ以上含まれる場合、CPはダイナミック IPリストに LCI
を適用して UP IPを選択します。

• UP IPが含まれない場合は、CPは静的 IPリストにセッション数を適用して UP IPを選
択します。

5

• UPが選択された場合、CPは UPに Sx確立要求メッセージを送信します（ステップ 7
に進みます）。

• UPが選択されない場合は、セッション作成拒否メッセージがMMEまたは S-GWに送
信されます。

6

UPは応答し、Sx確立応答メッセージを CPに送信します。7

CPは、セッション作成応答メッセージをMMEまたは S-GWに送信します。8
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プライマリおよびセカンダリ DNSの DNSクエリタイムアウトコールフロー

表 3 :プライマリおよびセカンダリ DNSの DNSクエリタイムアウトコールフローの説明

説明ステップ

MMEまたは S-GWが、セッション作成要求メッセージをコントロールプレーン
（S-GW、P-GW、GGSN、または SAEGW）に送信します。

1

コントロールプレーン（CP）は、FQDNクエリ（E-CGIまたは TAI-RAI- SAIまたは
TAI-SAI-RAI-ECGI）をプライマリ DNSサーバーに送信します。

2

タイムアウトが原因でプライマリDNSサーバーからクエリに対する応答がない場合、
CPは今度はセカンダリ DNSサーバーに FQDNクエリを送信します。

3

セカンダリ DNSサーバーからもクエリに対する応答がない場合、CPは静的 IPリスト
から UP IPを選択します。

4
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説明ステップ

• UPが選択された場合、CPは UPに Sx確立要求メッセージを送信します（ステッ
プ 6に進みます）。

• UPが選択されない場合は、セッション作成拒否メッセージがMMEまたは S-GW
に送信されます。

5

UPは応答し、Sx確立応答メッセージを CPに送信します。6

CPは、セッション作成応答メッセージをMMEまたは S-GWに送信します。7

制限事項

ダイナミック UP選択機能には、次の制限事項があります。

• P-GW、S-GW、および SAEGWにのみ適用されます。

• SRおよび ICSRの場合、特定のパラメータは保存されません。smgrがリセットされると、
設定された値が sessctrlから再度プッシュされます。

• DNSサーバーへの変更は考慮されません。

• UPで処理される IP数の上限は 6です。これらの IPは、IPv4アドレスと IPv6アドレスの
組み合わせです。

ダイナミックユーザープレーン選択機能の設定

ここでは、ダイナミックユーザープレーン選択機能を設定する方法について説明します。

P-GWまたは GGSNの FQDNの設定

P-GWまたは GGSN（Pure-Pコールおよび Collapsedコール）の FQDNを設定するには、次の
設定を使用します。

configure
context context_name

apn apn_name

user-plane-fqdn
user-plane-fqdn fqdn_postfix_string type [ E-CGI | RAI-TAI -SAI |

TAI-SAI-RAI-ECGI ]
end

注：

• user-plane-fqdn：ダイナミック UP選択（DNSベース）用にローカルに設定された FQDN
ポストフィックスを有効にします。

• E-CGI：UP選択の FQDNクエリタイプを E-CGIに設定します。

• RAI-TAI-SAI：UP選択の FQDNクエリタイプを RAI-TAI-SAIに設定します。
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• TAI-SAI-RAI-ECGI：UP選択のFQDNクエリタイプをTAI-SAI-RAI-ECGIに設定します。

S-GWの FQDNの設定

S-GW（Pure-Sコール）の FQDNを設定するには、次の設定を使用します。

configure
context context_name

sgw-service sgw-service_name

user-plane-fqdn
user-plane-fqdn fqdn_postfix_string type [ E-CGI | RAI-TAI -SAI |

TAI-SAI-RAI-ECGI ]
end

注：

• user-plane-fqdn：ダイナミック UP選択（DNSベース）用にローカルに設定された FQDN
ポストフィックスを有効にします。

• E-CGI：UP選択の FQDNクエリタイプを E-CGIに設定します。

• RAI-TAI-SAI：UP選択の FQDNクエリタイプを RAI-TAI-SAIに設定します。

• TAI-SAI-RAI-ECGI：UP選択のFQDNクエリタイプをTAI-SAI-RAI-ECGIに設定します。

Boxerの設定

ここでは、次の Boxerの設定と制限事項について説明します。

1. DNSクライアントを設定し、P-GWおよびGGSNサービスに関連付ける必要があります。

2. UP FQDNは APNで設定する必要があります。

3. プライマリおよびセカンダリ DNSサーバーの IPアドレスは、ISPコンテキストで設定す
る必要があります。

4. S-GWのダイナミック UP選択を可能にするため、UP FQDNを S-GWサービスで設定する
必要があります。

DNSサーバーの設定

ここでは、外部 DNSサーバーの設定に関する、次のガイドラインと制約事項について説明し
ます。

1. NAPTRに ECFI/CGI/TAI/RAI/SAIを記録させる場合には、DNSを設定する必要がありま
す。

2. NAPTRレコードのサービスフィールドは、P-GW/SAEGW（Collapsed）およびGGSNサー
ビスの場合は「x-3gpp-upf:x-sxb」、S-GWの場合は「x-3gpp-upf:x-sxa」に設定されている
必要があります。
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3. NAPTRレコードでは、置換文字列がAレコードまたはAAAAレコードの FQDNであるこ
とを示すフラグが「a」に設定されている必要があります。

次の CLIコマンドは、DNSサーバーの設定例を示しています。

$ORIGIN 3gppnetwork.org.

$TTL 60 ; Put the Default
TTL in seconds here (Its 1 day currently)

3gppnetwork.org. IN SOA nsbng.3gppnetwork.org. root.3gppnetwork.org.

273 ; serial

7200 ; refresh (2 hours)

3600 ; retry (1 hour)

86400 ; expire (1 day)

43200 ; minimum (12 hours)

)

NS nsbng.3gppnetwork.org.

ns AAAA 3001::41

;CUPS NAPTR Records Start From Here

;TAI NAPTR Records

tac-lb89.tac-hb67.tac.epc.mnc365.mcc214.3gppnetwork.org. IN NAPTR 1 1 "a"
"x-3gpp-upf:x-sxb" ""

uplane-address1-v4.3gppnetwork.org.

tac-lb89.tac-hb67.tac.epc.mnc365.mcc214.3gppnetwork.org. IN NAPTR 1 1 "a"
"x-3gpp-upf:x-sxb" ""

uplane-address1-v6.3gppnetwork.org.

tac-lb89.tac-hb67.tac.epc.mnc365.mcc214.3gppnetwork.org. IN NAPTR 1 1 "a"
"x-3gpp-upf:x-sxa" ""

uplane-address1-v4.3gppnetwork.org.

tac-lb89.tac-hb67.tac.epc.mnc365.mcc214.3gppnetwork.org. IN NAPTR 1 1 "a"
"x-3gpp-upf:x-sxa" ""

uplane-address1-v6.3gppnetwork.org.

;RAI NAPTR Records

rac34.lac-lb34.lac-hb12.mnc365.mcc214.3gppnetwork.org. IN NAPTR 1 1 "a"
"x-3gpp-upf:x-sxb" ""

uplane-address1-v4.3gppnetwork.org

。

rac34.lac-lb34.lac-hb12.mnc365.mcc214.3gppnetwork.org. IN NAPTR 1 2 "a"
"x-3gpp-upf:x-sxb" ""

uplane-address1-v6.3gppnetwork.org.

;SAI NAPTR Records

sac1234.lac-lb34.lac-hb12.mnc365.mcc214.3gppnetwork.org. IN NAPTR 1 1 'a'
'x-3gpp-upf:x-sxb' ''

uplane-address1-v4.3gppnetwork.org.

sac1234.lac-lb34.lac-hb12.mnc365.mcc214.3gppnetwork.org. IN NAPTR 1 2 'a'
'x-3gpp-upf:x-sxb' ''

uplane-address1-v6.3gppnetwork.org.
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;ECGI NAPTR Records

eci-b167.eci-b245.eci-b323.eci-b401.eci.epc.mnc365.mcc214.3gppnetwork.org. IN NAPTR 1
1 "a" "x-3gpp-upf:x-sxb" ""

uplane-address1-v4.3gppnetwork.org.

eci-b167.eci-b245.eci-b323.eci-b401.eci.epc.mnc365.mcc214.3gppnetwork.org. IN NAPTR 1
1 "a" "x-3gpp-upf:x-sxb" ""

uplane-address1-v6.3gppnetwork.org.

;CGI NAPTR Records

ci-lb34.ci-hb12.ci.lac-lb34.lac-hb12.lac.ggsn.mnc365.mcc214.3gppnetwork.org. IN NAPTR
1 1
"a" "x-3gpp-upf:x-sxb" ""

uplane-address1-v4.3gppnetwork.org.

ci-lb34.ci-hb12.ci.lac-lb34.lac-hb12.lac.ggsn.mnc365.mcc214.3gppnetwork.org. IN NAPTR
1 1
"a" "x-3gpp-upf:x-sxb" ""s

uplane-address1-v6.3gppnetwork.org.

;A Records

uplane-address1-v4 100 IN
A 209.165.200.225

;uplane-address1-v4 100 IN A
209.165.200.225

uplane-address1-v4 100 IN
A 209.165.200.225

;uplane-address2-v4 100 IN
A 209.165.200.225

;AAAA Records

uplane-address1-v6 100 IN
AAAA 1::1:111

uplane-address1-v6 100 IN
AAAA 1111::1:111

;uplane-address2-v6 100 IN
AAAA 1111::1:111

S6bの設定（オプション）

ここでは、カスタム属性 aaa-uplane-fqdnおよび fqdn_post_fix_stringをサポートするための外
部 S6bの設定に関するガイドラインを説明します。

AA-Answer
apn-config

uplane-fqdn

インターフェイス

以下の項では、DNSクエリと応答のフォーマットについて説明します。

DNS（S-NAPTR）クエリフォーマット

ここでは、DNS（S-NAPTR）クエリメッセージのフォーマットについて説明します。
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SAIベースの FQDNは独自のフォーマットになっており、3GPP TS 23.003 19.4.2完全修飾ドメ
イン名のようには指定しません。

重要

クエリのフォーマットネットワークノード

ECGIベース

eci b1<ECI byte-1>.eci b2<ECI-byte-2>. Eci b3<ECI byte-3>

.eci b4<ECI-byte-4>.eci.epc.mnc <MNC.mcc<MCC>.3gppnetwork.org

TAIベース

tac lb<TAC low byte>.tac hb<TAC-high-byte>

.tac.epc.mnc<MNC>.mcc<MCC>.3gppnetwork.org

SGW-C

ECGIベース

eci-b1<TAC-byte-1>.eci-b2 <ECI-byte-2.Eci-b3<TAC-byte-3>

.eci-b4<ECI-byte-4>.eci.epc.mnc<MNC>

.mcc<MCC>.3gppnetwork.org

TAIベース

tac-lb<TAC-low-byte> .tac-hb<TAC-high-byte>

.tac.epc.mnc<MNC>.mcc<MCC>.3gppnetwork.org

PGW-C

CGIベース

ci-lb<CI-low-byte>.ci-hb<CI-high-byte>

.eci.lac-lb<LAC-low-byte>.lac-hb<LAC-high-byte>

.lac.ggsn.mnc<MNC>.mcc<MCC>. 3gppnetwork.org

RAIベース

rac<RAC>.lac-lb<LAC-low-byte>

.lac-hb<LAC-high-byte>.lac.ggsn.mnc<MNC>

.mcc<MCC>.3gppnetwork.org

SAIベース

sac<SAC>.lac-lb<LAC-low-byte>.

lac-hb<LAC-high-byte>.lac.ggsn

mnc<MNC>.mcc<MCC>.3gppnetwork.org

GGSN-C

ユーザープレーンの選択

21

ユーザープレーンの選択

インターフェイス



クエリのフォーマットネットワークノード

ECGIベース

eci-b1<TAC-byte-1>.eci-b2<ECI-byte-2>

. Eci-b3<TAC-byte-3>.eci-b4<ECI-byte-4>

.eci.epc.mnc<MNC>.mcc<MCC>.3gppnetwork.org

TAIベース

tac-lb<TAC-low-byte>

.tac-hb<TAC-high-byte>.tac.epc.mnc

<MNC>.mcc<MCC>.3gppnetwork.org

SAIベース

sac<SAC>.lac lb<LAC low byte>

.lac hb<LAC-high-byte>.lac.epc.

mnc<MNC>.mcc<MCC>.3gppnetwork.org

SAEGW-C（Collapsed）

DNS（S-NAPTR）応答フォーマット

ここでは、DNS（S-NAPTR）応答メッセージのフォーマットの例を紹介します。
Query ID : 22290

Type : Response

Question : NAPTR ?
ci-lb34.ci-hb12.ci.lac-lb34.lac-hb12.lac.ggsn.mnc365.mcc214.3gppnetwork.org.

Answer :

Name :
ci-lb34.ci-hb12.ci.lac-lb34.lac-hb12.lac.ggsn.mnc365.mcc214.3gppnetwork.org.

TTL : 60

Type : NAPTR

Order : 1

Preference : 1

Flags : a

Service : x-3gpp-upf:x-sxb

Regexp :

Replacement : uplane-address2.3gppnetwork.org.

Name :
ci-lb34.ci-hb12.ci.lac-lb34.lac-hb12.lac.ggsn.mnc365.mcc214.3gppnetwork.org.

TTL : 60

Type : NAPTR

Order : 1

Preference : 1

Flags : a
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Service : x-3gpp-upf:x-sxb

Regexp :

Replacement : uplane-address1.3gppnetwork.org.

Query ID : 44640

Type : Query

Question : A?
uplane-address2.3gppnetwork.org.

Query ID : 55480

Type : Query

Question : A?
uplane-address1.3gppnetwork.org.

Query ID : 55480

Type : Response

Question : A?
uplane-address1.3gppnetwork.org.

Answer :

Name : uplane-address1.3gppnetwork.org.

TTL : 100

Type : A

Address : 20.20.20.108

Query ID : 44640

Type : Response

Question : A?
uplane-address2.3gppnetwork.org.

Answer :

Name : uplane-address2.3gppnetwork.org.

TTL : 100

Type : A

Address : 209.165.200.225

コマンドの表示

ここでは、ダイナミック UP選択機能でサポートされるコマンドについて説明します。

show apn name apn_name

このコマンドは、Pure-Pコールと Collapsedコールの DNS関連情報を表示します。

このコマンドの出力を使用して、次の値を確認できます。

• APNの FQDN

• FQDNのタイプ

ユーザープレーンの選択

23

ユーザープレーンの選択

コマンドの表示



show sgw-service name sgw_service_name

このコマンドは、Pure-Sコールの DNS関連情報を表示します。

このコマンドの出力を使用して、次の値を確認できます。

• APNの FQDN

• FQDNのタイプ

show saegw-service statistics

show saegw-service statistics CLIコマンドを使用して、統計情報を収集します。

以下に、show saegw-service statistics allおよび show saegw-service statistics name SAEGW21 CLI
コマンドの出力例の一部を示します。

Dynamic Uplane Selection Statistics:
Attempted : x
Successful : x
Failure : x
Peer not Found : x
Negative DNS response : x
DNS timed out : x
Unsolicited UP Selection Response: x
DNS Query Response post DNS timeout: x

以下に、show saegw-service statistics all function sgwCLIコマンドの出力例の一部を示します。
Dynamic Uplane Selection Statistics:
Attempted: 7
Successful 4
Failure: 3
Mismatch DNS response: 1
Negative DNS response: 1
DNS timed out: 1
Unsolicited UP Selection Response: 1
DNS Query Response post DNS timeout: 1

バルク統計
SAEGW Schema

このスキーマを使用して、動的ユーザープレーン選択機能に関連する次のバルク統計情報を収

集します。

• saegw-dyn-up-attempt

• saegw-dyn-up-attempt

• saegw-dyn-up-success

• saegw-dyn-up-success

• saegw-dyn-up-failure

• saegw-dyn-up-failure

• saegw-dyn-up-peer-not-found
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• saegw-dyn-up-peer-not-found

• saegw-dyn-up-dns-timeout

• saegw-dyn-up-dns-timeout

• saegw-dyn-up-neg-resp

• saegw-dyn-up-neg-resp

複数の UPグループのサポート

マニュアルの変更履歴

表 4 :マニュアルの変更履歴

リリース改訂の詳細

21.25最初の導入。

機能説明

リモートCUPSを使用すると、オペレータネットワークでプログレッシブ設定をロールアウト
できます。特定の CPまたは UPプールでパイロットまたはカナリアバージョン N+1を展開し
てアクティブ化できますが、バージョン Nの設定は、モニタリング期間後に、この N+1設定
をすべてのCPまたはUPプールにロールアウトするとオペレータが決めるまで、他のCPまた
は UPプールでアクティブなままです。

この機能の使用例は次のとおりです。

• ECSまたはADC設定の更新のロールアウト：一方のCPまたはUPで古い設定を使用して
いる間に、もう一方の CPまたは UPパイロットを使用して設定をテストする機能。

•新しいAPN設定の更新：別のコンポーネントで古い設定を使用している間に、一連のCP
または UPパイロットを使用して新しい APN設定をテストする機能。

• IPプールの設定の更新を追加または削除します。

関係

TAC RACプロファイルサポート機能は、テスト用仮想 APNの選択に使用される複数 UPグ
ループサポート機能に関連するものです。

アーキテクチャ

次の図は、プログレッシブな設定の運用開始アーキテクチャを示しています。
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図 1 :プログレッシブな設定の運用開始

コンポーネント

次の図は、提案される導入コンポーネントを示しています。

図 2 :導入案

機能の仕組み

パイロット CPは、着信テストパイロットコールをパイロット UPグループにルーティングし
ます。
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パイロット CPは、通常のビジネスコールも元の展開に従って任意の UPにルーティングする
ため、この機能は 1つのAPNにある複数のUPグループをサポートします。最初のUPグルー
プにパイロットUPが含まれ、2番目のUPグループに他のすべての非パイロットUPが含まれ
ます。1つの UPが 2つの UPグループに同時に存在することはできません。UPと UPグルー
プ間には厳密な 1:1マッピングがあります。

制限事項と制約事項

複数 UPグループのサポート機能には次の制限事項と制約事項があります。

•パイロット設定は、UPグループレベルでのみ適用できます。

• CPと UPは個別に設定します。

• ruledef、課金アクションなどの下位レベルで発生する ECS設定の変更は、パイロット UP
から分離できません。ルールベースレベルで区別する必要があります。

•パイロット CPと UPは、展開時に指定する必要があります。展開後の指定では、既存の
セッションをクリアする必要があります。

•ユーザーグループがいずれの APNにも接続されていない場合は、対応する UPノードを
登録解除し、CP設定から削除する必要があります。

•静的 IPプールはサポートされていません。

複数 UPグループのサポート機能の設定
ここでは、複数 UPグループのサポート機能の設定方法を説明します。

複数 UPグループのサポート機能を設定するには、次の手順を実行します。

パイロット設定の場合設定シリアル

番号

パイロット CPの場合：設定の差別化は
rulebaseレベルで実施する行必要があります。
ruledef、課金アクションなどの設定エンティ
ティを変更する場合は、重複が必要となりま

す。

パイロットCPの場合：対応する設定変更を 1
つまたは複数のパイロットUPで直接実行する
必要があります。

ECSまたは ADCの設定

（ruledef、rulebase、課金アクショ
ンなど）

1
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パイロット設定の場合設定シリアル

番号

•必要な設定を変更して新しいAPNを作成
します。

•必要なリダイレクトルールを設定して、
既存の APNでテスト用 APNを仮想 APN
として設定します。または、MMEを使用
してコールをテスト用APNにリダイレク
トします。

APN設定2

•展開時にパイロットCPとUPを選択しま
す。

• APNに設定する必要がある複数の UPグ
ループを有効にします。

UPグループ設定3

新規 IPプール：

•新しい IPプールを作成し、テスト用APN
に関連付けます。

既存の IPプールの更新：

•直接 IPプールの設定を変更します。

注：変更を1つまたは複数のパイロットUPの
みにローカライズすることはできません。

IPプール設定4

UP管理ポリシーの設定

UP管理ポリシーを設定するには、次の設定を使用します。

configure
up-mgmt-policy policy_name

user-plane-group group_name

end

注：

• up-mgmt-policy policy_name：UP管理ポリシーを 1～ 31文字の文字列で指定します。

• user-plane-group group_name：ユーザープレーングループの名前を指定します。

Pure-Pコールおよび Collapsedコールの UP選択

Pure-Pおよび Collapsedコールタイプの UP選択を設定するには、次の設定を使用します。

configure
context context_name
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apn apn_name

up-mgmt-policy policy_name

end

Pure-Sコールの UP選択

Pure-Sコールタイプの UP選択を設定するには、次の設定を使用します。

configure
context context_name

apn-profile profile_name

up-mgmt-policy policy_name

end

注：

• up-mgmt-policy policy_nameは、1～ 31文字の文字列である必要があります。

• APNプロファイルレベルの UPグループまたは UP管理ポリシーのいずれかを設定できま
す。

• APNプロファイルの場合、設定できる UP管理ポリシーは 1つだけです。

• IPアドレス割り当てのプール名を割り当てます。

UPグループ間の優先順位

マニュアルの変更履歴

リリース改訂の詳細

21.27.2最初の導入。

機能説明

CUPSでは、同じCPに関連付けられた異なるUP間での IPプールの重複がサポートされます。
同じ CPに関連付けられた UPグループはすべて、同じ IPプール範囲を取得します。分離 IP
プールは、異なる CPで設定されるもので、異なるロケーションにある UEに同じ IPを割り当
てることができます。プールでは Virtual Routing and Forwarding（VRF）を使用して、2つの
UEのトラフィックを区別します。

機能の仕組み

ユーザープレーンは、共通の特性、つまり地理的ロケーションに基づいて UPグループへとク
ラスタ化されます。CPは、これらの UPグループを特定の IPプールに関連付けます。このと
き、同じ地理的ロケーションのUPが同じ IPプール範囲を持つことはできず、異なる地理的ロ
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ケーションの UPは同じ IPプール範囲を取得できます。この動作は、IPプール管理ポリシー
と呼ばれる新しいポリシーを導入することによって実現されます。IPプール管理ポリシーは
APNで適用されます。

UP選択では、IPプール管理ポリシーの UPグループに DNSベースの UP選択アルゴリズムが
使用されます。DNSクエリ応答は、DNSクエリ要求で送信される TAC/RAC値に基づいて、
対象となる UP IPアドレスをリストします。その後、対象となる UP IPアドレスに最小負荷ア
ルゴリズムが使用され、最終的に UPが選択されます。

モバイル IPプールの重複をサポートするため、次の要件が満たされます。

• UPグループ固有の IPプールのサポート

•プールが任意の UPグループの固有プールに設定されている場合の UPへの IPプールチャ
ンクの割り当て

•複数の UPグループでの DNSベースの UP選択アルゴリズム

以下に、DNSベースの UP選択機能に関する考慮事項のリストを示します。

• UPグループに特定の IPプール/グループ名が設定されていない場合、APNに IPプール管
理ポリシーが設定されていると、パブリックプールからチャンクを取得します。

• UP選択は、そのグループ内の他のUPの負荷が少ない場合でも、最小セッション数UP選
択アルゴリズムと UP可用性ステータスに基づいて、返された UP IPアドレスの中から行
われます。

• DNSクエリ応答では、上限である最大 6つの UP IPアドレスに対して受信された UPのリ
ストは、IPプール管理ポリシーの設定によっては異なるUPグループに属し、その中で最
もセッション数の少ない UPが選択されます。

• UPの選択完了後に、Sx確立要求が UPから拒否された場合、再試行は行われません。

• IPプールまたはグループ名が複数のUPグループ間で共有されている場合、IPチャンクの
割り当ては、UP登録時に先着順で行われます。このため、IPプールのチャンクが均等に
配分されない可能性があります。

• APNで UPグループと IPプール管理ポリシーを同時に設定することはできません。

• UPが選択された後、その UPに十分な IPアドレスがない場合、使用可能なリソースが不
足しているため、コールは拒否されます。

•設定中に RCMで必要な変更はありません。

• CPインスタンス間で分離 IPプールを設定する必要があります。

ダイナミック APN IPプール更新

ダイナミックAPN IPプール更新は、UP関連付けを解除することなく、UPで IPプールチャン
クを割り当てまたは解放する必要がある場合に実行されます。IPプール関連の設定変更後に、
次の CLIコマンドを実行する必要があります。この CLIは、これまで UPグループと IPプー
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ルで APNレベルでサポートされていたものです。それが拡張され、UPグループと IPプール
で IPプール管理ポリシーレベルでサポートされるようになりました。

update ip-pool apn all

詳細については、「ダイナミック APNおよび IPプールのサポート」の章を参照してくださ
い。

UPグループ固有の IPプールのサポート

APNの複数の UPグループおよび UPグループ固有の IPプールを設定するには、IPプール管
理ポリシーを使用します。UPがすでに関連付けられている場合、IPプールに関するAPNの変
更については、このガイドの「ダイナミック APNおよび IPプールのサポート」の章で説明し
ているダイナミック IPプール手順を実行する必要があります。この手順によって、IPプール
のチャンクが UPグループに再割り当てされます。

UPへの IPプールチャンクの割り当て

UPを関連付けると、UP登録要求が VPNに送信されます。要求メッセージには、チャンクが
UPに割り当てられる IPプールのリストが含まれます。IPプールのリストは、次の図に示され
ている動作に従って作成されます。

図 3 : IPプール管理ポリシーを介した APNに関連付けられた UPグループに対するチャンクの割り当て

次の表は、G4/G6がグローバル/パブリック IPv4/IPv6プール、U4/U6が UPグループレベルの
IPv4/IPv6プールの場合に予想される動作の例です。

予想される動作UPグループレベルの IPv6
プール（U-6）

UPグループレベルの IPv4
プール（U-4）

G4+G6FF

U6+G4TF
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U4+G6FT

U4+U6TT

次の図は、UPグループレベルの IPプールを使用した APNレベルの IPプールの設定を示して
います。

図 4 : UPグループレベルの IPプールを使用した APNレベルの IPプールの設定

関連付けられた IPプールは、ip-pool-mgmt-policyで設定されたuser-plane-groupで更新され、
UPは再度関連付けられません。これは、IPプール管理ポリシーのダイナミック IPプール更新
機能のサポートが有効になっているために可能です。UPは、APN設定のステータスに基づい
て IPプールのチャンクを取得します。

また、コールの確立時に、APNで設定されている現在の IPプール名が、選択した UPグルー
プ名の対応する IPプール名とともに使用されます。

UPを再度関連付けずに、「ip-pool-mgmt-policy」で設定された「user-plane-group」の関連付け
られた IPプールを更新できます。これは、IPプール管理ポリシーのダイナミック IPプール更
新機能（「ダイナミック APNおよび IPプールのサポート」の章を参照）のサポートを拡張す
ることで可能になります。UPは、APN設定の最新のスナップショットに基づいて IPプールの
チャンクを取得します。
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また、コールの確立時に、APNで設定された IPプール名が、選択した UPグループ名の対応
する IPプール名とともに使用されます。

複数の UPグループでの DNSベースの UP選択アルゴリズム

DNSは、ロケーション（TAC/RAC）情報を使用してクエリされます。UP選択アルゴリズム
は、DNSから受信したUP（UP IPアドレス）のリストに基づいて、設定されたUPグループの
UPをフィルタ処理し、結果の一連の UPに対して UP選択アルゴリズム（LCI/OCIまたはセッ
ションカウント）を実行します。この機能は「ip-pool-mgmt-policy」用に拡張されています。
フィルタリングは、「ip-pool-mgmt-policy」の一部であるすべてのUPグループに適用されるよ
うになりました。

次の図は、DNSベースのUPの選択に関するイベントとデータの一般的なフローを示していま
す。

図 5 : DNSベースの UPの選択に関するイベントとデータのフロー

表 5 : DNSベースの UPの選択に関するイベントとデータの一般的なフロー

説明手順

CS要求メッセージが PGW-Cに送信されます。1.

TAC/RAC情報を含む DNSクエリ要求が、PGW-Cによって DNS
サーバーに送信されます。

2.
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説明手順

DNSクエリ応答が、DNSサーバーから PGW-Cに返送されます。3.

PGW-Cが、DNS応答と UPグループまたは「ip-pool-mgmt-policy」
から一連の UPの共通部分を検出します。

4.

PGW-Cが、結果のセットから UPおよび UPグループを選択しま
す。

5.

PGW-Cが、UPグループとプール名に基づいて IPアドレスを選択
します。

6.

PGW-Cが、Sx確立要求をユーザープレーンに送信します。7.

制限事項

この機能には次の既知の制限事項があります。

• UPオーバーライド機能は、IPプール管理ポリシーではサポートされません。

• DNSベースの UP選択プロセスで処理される、TAC/RACロケーションごとに許可される
UPの最大数は 6です。

• DNSベースの UP選択では、UP間でコールが不均一に配分され、IPプールが枯渇する可
能性があります。これは、DNSサーバーがUPのセッション数を認識しないため、TTLが
原因で発生します。

•デフォルト UPグループの場合のような、デフォルト IPプール管理ポリシーはありませ
ん。

•静的コールは、IPプール管理ポリシーではサポートされません。

• 1つの IPプール管理ポリシーに対し、分離した複数の UPグループを設定できます。また
は、2つの IPプール管理ポリシーが共通する 1つの UPグループを共有する場合には、2
つのポリシーの他の UPグループも同じにする必要があります。そうしないと、ロードバ
ランシングが不均一になり、IPプールが枯渇する可能性があります。

• 20の UPグループを対象とする IPプール管理ポリシーあたり、最大 20の IPプール管理
ポリシーを含むことができます。

• CPシステム全体で許可される UPグループの最大数は 100です。

• 1つの UPグループで許可される UPの最大数は 100です。

• 1つの CPで許可される UPの最大数は 100です。
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特定の IPプールを使用した IPプール管理ポリシーとUPグループの設
定

IPプール管理ポリシーを設定するには、次の設定を使用します。

configure
context context_name

apn apn_name

ip-pool-mgmt-policy policy_name

end

注：

• ip-pool-mgmt-policy policy_name：IPプール管理ポリシー名を 1～ 32文字の文字列で指定
します。

特定の IPプールを使用して UPグループを設定するには、次の設定を使用します。

configure
ip-pool-mgmt-policy policy_name

user-plane-group group_name { ip-address-pool-name ipv4_pool_name |
ipv6-address-pool-name ipv6_pool_name } [ secondary ]

end

注：

• ip-pool-mgmt-policy policy_name：IPプール管理ポリシー名を 1～ 31文字の文字列で指定
します。

• user-plane-group group_name：UPグループ名を 1～ 31文字の文字列で指定します。

• ip-address-pool-name ipv4_pool_name：IPv4アドレスプール名を 1～ 31文字の文字列で指
定します。

• ipv6-address-pool-name ipv6_pool_name：IPv6アドレスプール名を 1～ 31文字の文字列で
指定します。

UPおよび UPグループを追加および削除するためのMOP

UPを削除するためのMOP

1. CPでコマンドを実行して、そのUPに配置されている新しいセッションをブロックし、任
意で、up-ip-addressを使用してサブスクライバをクリアします。詳細については、「ユー
ザープレーンノードの停止手順」の章を参照してください。

clear subscribersコマンドが UPで実行されると、CPには通知されず、セッションは実行中で
あると見なされます。

（注）
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2. すべてのサブスクライバが正常に解放されているか、UPで強制的に切断されていること
を確認します。また、すべてのセッションが切断されていることを確認します。

3. UPで、コマンドを実行して CPとの関連付けを解除します。CPから UPの関連付けが解
除され、CPでは以降のセッションにこの UPが選択されません。

4. CPで、UPグループから UPを削除するコマンドを実行します（UPの BFDモニタリング
も登録解除されます）。

5. no monitor-groupコマンドを使用して、UPおよび CPでのモニタリングの BFD設定を無
効にします。

UPグループを削除するためのMOP

1. 「UPを削除するためのMOP」を使用して、UPグループから UPを削除します。

2. 設定から UPグループを削除します。UPグループが APN範囲または IPプール管理ポリ
シーに関連付けられているか確認します。

• APNレベル

• APNからの UPグループの関連付け解除

• IPプール管理ポリシー

• IPプール管理ポリシーからの UPグループの関連付け解除

UPグループを追加するためのMOP

1. UP IPアドレスと新しい UPグループを設定に追加します。

2. UPグループは、APN範囲または IPプール管理ポリシーに追加できます。

• APNレベル

• APNでの UPグループと IPプールの関連付け

• IPプール管理ポリシー

• IPプール管理ポリシーでの UPグループと IPプールの関連付け

APNで IPプール管理ポリシーを削除および変更するためのMOP

変更は、削除、追加の順で実行します。

1. 「UPを削除するためのMOP」を使用して、UPグループから UPを削除します。

2. 設定から UPグループを削除します。

• IPプール管理ポリシーからの UPグループの関連付け解除
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3. APNの IPプール管理ポリシーを変更または削除できます。

UPグループでの追加操作

IPプールを UPグループに関連付ける方法を以下に示します。

UPグループに IPv4プールと IPv6プールの両方を追加

IPv4と IPv6の両方のプールを UPグループに追加するには、次の設定を使用します。

configure
ip-pool-mgmt-policy policy_name

user-plane-group group_name ip-address-pool-name ipv4_pool_name

ipv6-address-pool-name ipv6_pool_name

end

UPグループに IPv4プールのみを追加

IPv4プールのみを UPグループに追加するには、次の設定を使用します。

configure
ip-pool-mgmt-policy policy_name

user-plane-group group_name ip-address-pool-name ipv4_pool_name

end

APNのタイプが IPv4v6の場合、IPv6プレフィックスを意味し、この場合はパブリックプール
が使用されます。

（注）

UPグループに IPv6プールのみを追加

IPv6プールのみを UPグループに追加するには、次の設定を使用します。

configure
ip-pool-mgmt-policy policy_name

user-plane-group group_name ipv6-address-pool-name ipv6_pool_name

end

APNのタイプが IPv4v6の場合、IPv4アドレスを意味し、この場合はパブリックプールが使用
されます。

（注）

UPグループでの削除操作

次に、UPグループから IPプールの関連付けを解除する方法を示します。

UPグループの削除

UPグループ自体を削除するには、次の設定を使用します。
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configure
ip-pool-mgmt-policy policy_name

no user-plane-group group_name

end

UPグループからの IPv4プールと IPv6プールの両方の削除

UPグループから IPv4と IPv6の両方のプールを削除するには、IPプールを指定せずに UPグ
ループを再設定します。

設定例：

configure
ip-pool-mgmt-policy xyz

user-plane-group G1 ip-address-pool-name v4-pool
ipv6-address-pool-name v6-pool

end

次の CLIコマンドを使用して、UPグループを再設定します。

configure
ip-pool-mgmt-policy xyz

user-plane-group G1
end

APNが IPv4v6タイプの場合、パブリックプールは IPv4および IPv6アドレスに使用されます。（注）

UPグループからの IPv4または IPv6プールのみの削除

IPv4または IPv6プールを削除するには、削除する UPグループを再設定します。

設定例：

configure
ip-pool-mgmt-policy xyz

user-plane-group G1 ip-address-pool-name v4-pool
ipv6-address-pool-name v6-pool

end

次の CLIコマンドを使用して、UPグループを再設定します。

configure
ip-pool-mgmt-policy xyz

user-plane-group G1 ipv6-address-pool-name v6-pool
end

APNが IPv4v6タイプで、IPv6プールのみがUPグループに関連付けられている場合、パブリッ
クプールが IPv4アドレスに使用されます。IPv4プールが UPグループに関連付けられている
場合、パブリックプールが IPv6アドレスに使用されます。

（注）
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設定例

コントロールプレーン：1

config
context egress

ip pool PRIVATE-1 192.168.0.0/16 private chunk-size 1024 vrf-name vf-name-1
ip pool PRIVATE-2 192.168.0.0/16 private chunk-size 1024 vrf-name vf-name-2
ip pool PRIVATE-3 192.168.0.0/16 private chunk-size 1024 vrf-name vf-name-3

exit
#exit
user-plane-group UP-Grp-1

peer-node-id ipv4-address 192.168.0.1
exit
user-plane-group UP-Grp-2

peer-node-id ipv4-address 192.168.0.2
exit
user-plane-group UP-Grp-3

peer-node-id ipv4-address 192.168.0.3
exit
ip-pool-mgmt-policy xyz

user-plane-group UP-Grp-1 ip-pool name PRIVATE-1
user-plane-group UP-Grp-2 ip-pool name PRIVATE-2
user-plane-group UP-Grp-3 ip-pool name PRIVATE-3

end

config
context ingress

apn intershat
ip context-name egress
ip-pool-mgmt-policy xyz

exit
#exit

end

UP-Grp-1 ===> Region 1 (192.168.0.0/16)
UP-Grp-2 ===> Region 2 (192.168.0.0/16)
UP-Grp-3 ===> Region 3 (192.168.0.0/16)

コントロールプレーン：2

config
context egress

ip pool PRIVATE-1 172.16.0.0/12 private chunk-size 1024 vrf-name vf-name-1
ip pool PRIVATE-2 172.16.0.0/12 private chunk-size 1024 vrf-name vf-name-2
ip pool PRIVATE-3 172.16.0.0/12 private chunk-size 1024 vrf-name vf-name-3

exit
#exit
user-plane-group UP-Grp-1

peer-node-id ipv4-address 192.168.0.1
exit
user-plane-group UP-Grp-2

peer-node-id ipv4-address 192.168.0.2
exit
user-plane-group UP-Grp-3

peer-node-id ipv4-address 192.168.0.3
exit
ip-pool-mgmt-policy xyz

user-plane-group UP-Grp-1 ip-pool name PRIVATE-1
user-plane-group UP-Grp-2 ip-pool name PRIVATE-2
user-plane-group UP-Grp-3 ip-pool name PRIVATE-3

end
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config
context ingress

apn intershat
ip context-name egress
ip-pool-mgmt-policy xyz

exit
#exit

end

UP-Grp-1 ===> Region 1 (172.16.0.0/12)
UP-Grp-2 ===> Region 2 (172.16.0.0/12)
UP-Grp-3 ===> Region 3 (172.16.0.0/12)

IPプール管理ポリシーの設定の確認
IPプール管理ポリシーを確認するには、次の CLIコマンドを使用します。

show ip-pool-mgmt-policy all

特定の UPグループの IPプール管理ポリシーを確認するには、次の CLIコマンドを使用しま
す。

show ip-pool-mgmt-policy user-plane-group-name group_name

プール名の使用済み IPチャンクと空き IPチャンクを確認するには、次の CLIコマンドを使用
します。

show ip pool-chunks pool-name

TAC範囲に基づくユーザープレーンの選択

マニュアルの変更履歴

リリース 21.24よりも前に導入された機能については、詳細な改訂履歴は示していません。（注）

リリース改訂の詳細

21.25このリリースでは、TAC/RACプロファイル設定がサポートされる
ようになりました。

21.24より前初版

機能説明

この機能を使用すると、アクセスポイント名（APN）に基づいてユーザープレーングループを
選択できます。仮想 APN選択のルールの組み合わせでトラッキングエリアコード（TAC）範
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囲を設定する機能は、エッジコンピューティングやその他のサービス用のロケーションベース

のユーザープレーン選択用の柔軟なネットワーク設計に役立ちます。

21.25以降のリリースでは、コントロールプレーンノードで TACおよびルーティングエリア
コード（RAC）プロファイルを設定するためのサポートが追加されています。この機能を使用
すると、範囲ではなく、TAC/RACプロファイルの離散値に基づいてAPNを選択できるように
なりました。

機能の仕組み

非 CUPSアーキテクチャでは、仮想 APNの選択は次のパラメータに基づきます。

•サブスクライバ IP

• Access-gw-address

• Bearer-access

• cc-behavior

• cc-profile

•ドメイン

• mcc

• msisdn-range

• pdp-type

• rat-type

• roaming-mode

• serv-gw-plmnid

CUPSアーキテクチャでは、仮想APNの選択はトラッキングエリアコードの範囲に基づいて行
われ、その他にも cc-profileや mcc/mncなどのオプションが考慮されます。

この機能をサポートするため、次の点が変更になります。

•新しいパラメータに対応するため、新しい CLIキーワードを導入します。

•コール処理中に、受信したトラッキングエリアコードが設定済みのトラッキングエリア
コードの範囲と比較され、仮想 APNが決定されます。

トラッキングエリアコードに基づく仮想 APNの選択：

•仮想 APNに対し、30以上の tracking-area-code-rangeの設定をサポートします。

•重複する範囲（サブセットまたはスーパーセット）をサポートします。優先順位が異なる
場合は、tracking-area-code-rangeの重複は許可されません。

• CLI設定に基づいて仮想 APNを選択し、ユーザープレーンは新しいコールの仮想 APNに
応じて、その UEの tracking-area-codeに基づいて選択されます。
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•優先順位が同じ tracking-area-code-rangeと cc-profileの組み合わせをサポートします。

仮想APN機能には、リアル/Gn APNごとのすべての仮想APN選択ルールの保存機能が含まれ
ます。すべてのルールには複数の条件があります。ルールはプリファレンス番号によって識別

されます。APNのリストが保存され、APN内でルールはプリファレンス番号によって識別さ
れます。

CSReq（TAI）で受信したトラッキングエリアコードを渡すための新しいパラメータが導入さ
れました。

制限事項

この機能の既知の制限事項と制約事項は次のとおりです。

•仮想 APN選択では、複数の選択基準がある新しい設定は、古いビルドやリリースでは機
能しません。ユーザーは、古いビルドやリリースの設定に関する個別のコピーを用意する

必要があります。

•仮想 APNルールの変更操作はサポートされていません。変更操作を実行するには、既存
のルールを削除し、新しいルールを追加する必要があります。

•同じルールで同じオプションが複数回指定されている場合、後で指定したオプションの値
が選択対象と見なされます。

•すべての APNに追加される仮想 APNルールの総数は 2,048に制限されています。この制
限は、非 CUPSアーキテクチャの制限です。

•最大 1,000の TAC/RACプロファイルを設定できます。メモリ使用量は、設定されたプロ
ファイルの数に基づきます。

•プロファイルでサポートされる TAC/RACの離散値の最大数は 100です。メモリ使用量は
プロファイルごとに固定されます。

• TAC/RACの範囲または離散値は、既存のプロファイルの分割などのメンテナンスアクティ
ビティをサポートするために、プロファイル間で重複できます。

•これは Day-0および Day-1の設定です。

•複数のプロファイルを 1つの APNに関連付けられます。

•既存の IPプール機能に変更はありません。

• ICSRまたはマルチ Sx設定に対する具体的な影響はありません。

•サービスエリアコード（SAC）はサポートされていません。

• Pure-Sコールはサポートされていません。

• UPの選択要件は、複数 UPグループのサポート機能で処理されます。
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TAC範囲に基づいたユーザープレーンの選択の設定
この項では、この機能をサポートするために使用可能な CLIコマンドについて説明します。

トラッキングエリアコード範囲の設定

次のCLIコマンドを使用して、コントロールプレーンノードでトラッキングエリアコード範囲
の APNを設定します。

configure
context context_name

apn apn_name

virtual-apn preference preference apn apn_name

tracking-area-code-range tac_range

end

注：

• tracking-area-code-range tac_range：トラッキングエリアコード範囲のAPNを設定します。
tac_rangeは、0～ 65,535の範囲の整数値です。

トラッキングエリアコード範囲の設定の確認

次のCLIコマンドを使用して、機能が有効になっているかどうか、およびトラッキングエリア
コードの範囲が設定されているかどうかを確認します。

• show configuration apn apn_name

• show apn name apn_name

トラッキングエリアコードプロファイルの設定

21.25以降のリリースから、トラッキングエリアコードプロファイルはコントロールプレーン
ノードで設定できます。この機能を使用することで、TACの範囲のみではなく、個別の値に基
づいて APNを選択できるようになります。

次の CLIコマンドを使用して、個別の値と範囲を使ってトラッキングエリアコードプロファ
イルを設定します。

configure
context context_name

tac-profile tac_profile_name

tac range X to Y

tac value

注：

• tac-profile tac_profile：トラッキングエリアコードプロファイルの APNを設定します。
tac_profileは、0～ 65535までの任意の範囲または個別の整数値です。

• CLIコマンド 1回あたりにサポートされる個別の TAC値の数は 16です。
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TACプロファイルと APNの関連付け

TACプロファイルを APNに関連付けるには、次の設定を使用します。

configure
context context_name

apn apn_name

virtual-apn preference preference apn apn_name tac-profile tac_profile

end

トラッキングエリアコードプロファイルの設定の確認

次の CLIコマンドを使用して、機能が有効になっているかどうか、およびトラッキングエリ
アコードプロファイルの範囲が設定されているかどうかを確認します。

• show configuration apn apn_name

• show apn name apn_name

• show rule definition tac_profile

ルーティングエリアコードプロファイルの設定

21.25以降のリリースから、ルーティングエリアコードプロファイルはコントロールプレーン
ノードで設定できます。この機能を使用することで、範囲ではなく、RACプロファイルの個
別の値に基づいて APNを選択できるようになりました。

次の CLIコマンドを使用して、個別の値を指定してルーティングエリアコードプロファイル
を設定します。

configure
context context_name

rac-profile rac_profile_name

rac range X to Y

rac value

注：

• routing-area-code-profile rac_profile：ルーティングエリアコードプロファイルの APNを
設定します。 rac_profileは、0～ 255の任意の範囲または個別の整数値です。

•最大 16個の RACプロファイル値を設定できます。

RACプロファイルと APNの関連付け

TACプロファイルを APNに関連付けるには、次の設定を使用します。

configure
context context_name

apn apn_name

virtual-apn preference preference apn apn_name
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routing-area-code-profile rac_profile

end

ルーティングエリアコードプロファイルの設定の確認

次の CLIコマンドを使用して、機能が有効になっているか、およびルーティングエリアコー
ドプロファイルの範囲が設定されているかを確認します。

• show configuration apn apn_name

• show apn name apn_name

• show rule definition rac_profile
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翻訳について
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